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16.  Abstract 

     本研究は，米国の車両における軽車両（乗用車、ピックアップトラック、バン）の
台数に関して最近の傾向を調査したものである．絶対数と一人あたりの割合，運転免

許保有者一人あたりの割合，一家あたりの割合について分析された．調査した期間は

1984年から 2011年までであった． 
     車両の絶対数は 2008 年でピークに達した．しかしながら，これは一時的なピーク
であって，2008 年以降の低下は，主として 2008 年に始まった現在の景気低迷による
ものであった．つまり，景気の改善や予想される米国の人口増加によって，長期間の

観測から車両の絶対数はまだピークに達していないようである． 
     一方，一人あたりの割合，運転免許保有者一人あたりの割合，一家あたりの割合
は，現在の景気低迷開始前にピークに達した．つまり，景気低迷以前（2008 年以前）
におけるこれらの割合の低下は，車の必要性に影響を与える他の社会的変化を反映し

ているようである．（例えば，在宅勤務の増加と公共交通機関の利用の増加）そのた

め，これらの割合における近年の最大値は，同様に，長期間ピークとなる良い機会で

ある．しかしながら，社会的変化と現在の景気低迷の両方に関連すると思われる 2008
年からの割合低下のため，近年の割合の最大値を長期間示すかどうかは，関連する社

会的な変化が永続的であるのか，その程度によって影響を受けるであろう． 
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